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特集 力マド-台所の歴史ー

カマド(電)とは、火を焚く周りを粘土や石などでドーム状に囲い込んだ加熱調理のための施設で

す。 ド、ーム状の天井に煮炊き用の上器をはめこみ、住居の内側に開いた口から薪などの燃料を差し入

れて燃やし、またそこから空気を送り込んで煙を屋外に流す工夫がしてあります。北海道では 7世紀

ころの擦文文化の開始とともに竪穴住居に作り付けられた厨房施設としてカマドが普及し、梼、文文化

が終わる 13世紀ころに竪穴住居や土器とともに姿を消します。

北大キャンパス内 (K39遺跡 .K435遺跡)で発掘される擁文文化の住居祉(じゅうきょし)にも必

ずこのカマ ドが作り付けられています。擦文文化におけるカマドの登場と消滅は何を物語っているの

でしょうか。本号ではキャンパスの地下に埋もれている台所の歴史のーコマを紹介します。

K39遺跡恵迫寮地点 (サクシュコトニ川遺跡)で発見された第1号住居I止の力マド遺権

(カマドの天井の働け口に「蔓 (かめ)Jと呼ばれる深鍋が働けられたままの状態で発掘

された希少例。1981-82年発掘。写真はイラスト矢印の方向から録影。)



. 北大札幌キャンパス内で発見された擦文の竪穴住居祉

企 K39遺跡サークル会館地点

第2号住居祉の力マド

(1980年発掘)

• 0 -- 埋没河川

企 K39遺跡工学部

J・|棟問地点

居祉

から屋外にのびる煙

道が、粘土でしっかり

と作られていた。

(2000年発掘)

@。

第1号住居祉

旧サクシュコ卜二川岸の低地にかかる緩斜面で発見

された住居士止。※印は、作り直した新しいカマドの隣

に残された古いカマドの疲跡か、あるいは入口の造

作か。(2007年発栂)
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. 季節風と集落景観

カマドは空気をコントローノレできる加熱効率の高い厨房施設です。

分発揮させるためには、煙道からの風の吹き込みによっ

て煙が逆流するのを防がなければなりません。冬季の北西の季節風を

避けるかのように、発見された燦文文化の竪穴住居祉の多くは、カマ

ドを南東~南側の墜に作り付けています。擦文文化独自の集落景観が

出現しました。

2月1月12月

その特性を

. 力マドの構造と使い方
粘土で-形作ったドーム状の本体、その

天井に設けた「掛け口Jに裂をはめこみ、

住居の内側に口を開いた 「焚き口Jから
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. 力マドの終駕 三
竪穴住居から平地住居へ、土器(深鍋) 三

燃料の薪をくべて、竪穴の壁に穿たれた

「煙道Jから煙を屋外に逃がします。焚き

口から煙道へと空気の流れをコント

ローノレして、カマド内の燃焼部の温度を

効率よく上げることができます。炊事 ・

採光 ・暖房の機能をも兼ね備える炉(統

縄文文化の地床炉〔じしょうろ〕やアイ

ヌ文化の囲炉裏 〔し、ろりJ)と比較して、

加熱調理に特化した施設です。掛け

は裂が固定されたタイプと掛け外し自

由なタイプとがあります。また、護への

火の回りをよくするために、 「支腕JJで底

を支え上げる工夫をしています。

から鉄製吊り鍋へ、そしてカマドから囲

炉裏へ。僚文文化の終わりとアイヌ文化

の始まりを告げる考古学的な現象です。
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. 力マドと万葉集

事も忘れて-

有名な山上憶良 『貧窮問答歌j](万葉集)の一節です。考古資料でも、本州ではカマドに甑(こしき)

が伴う事例が多くあります。甑とは、カマドに掛けた聾に重ね入れた蒸し器のことです。

飯炊く蜘昧の巣懸きて甑lこは火気ふき立てず竃には

カマドと農耕の普及とは

関係が深そうです。操文土器には甑がほとんど見られないので、蒸す調理法よりも炊く(煮る)調理

ヒエなどの穀物類が栽培されていました。擦文文化ではオオムギやアワ、

法の方が一般的だったのかもしれません。饗を掛け口に固定した状態のカマドの発見事例が少ないの

は、そのためかもしれません。

. お知らせ
遺跡調査見学会の開催

大野池北側の工学部共用実験研究棟地点では、

現在、遺跡の発掘調査をおこなっています。続縄

文文化や燦文文化の造物 ・追怖が出十.しておりま

す。現地説明会では、当時の生活のあとや、埋没

河川|の様子、出土した土器や石器などについて説

明いたします。

同

(説明は二回にわけで実施いたします)

現地入口集合

時・ 平成20年7月17日(木)

12時30分~

1311寺00分~

所 :工学部共用実験研究棟地点

参加費 :無料(参加に関する事前連絡の必要はあり

ません)

第l回

第2回

場
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埋蔵文化財調査室による調査成果報告会が平

成 20年 l月 13日に、学術交流会館第 3会議室

で行われました。今回は「大学構内の自然と文

をテーマにして、構内の遺跡と森林

文化との関わりや、平成 19年度に発掘調査し

た K39遺跡薬学部研究線地点の成果の概要が発

表されました。発表の後、あし、にくの吹雪の天

候にもかかわらず約 50名の方々が薬学部研究

棟地点や埋蔵文化財調査室展示室の見学ツアー

.第1回調査成果報告会の開催

化の歴史J

※雨天の場合は翌日 (7月18口)の同時刻に順延し、た
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します。お問い合わせは北大埋蔵文化財調査室

01卜706-2671)まで。

2・τ・~18・"

(Tel 

に参加しました。

.. 下観念12・週間
埋蔵文化財閥査室
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第 3号

キャンパス内を北上していた悶サタシ品ヨトニ}IIの両

婚には千年ほど前の鎌文文化の集穫が点在していまし

た.カマドから短が立ち上る集務最蜘こ.1いを治せな書
ら、昼休みのひと時、再生されたサタシaコト=川の初

夏の岸辺を散策してみてはい晶、地Zでしょうか.今回の特

集の鍾集には文学研究科大学院生の星野二集さんに怠

加していただきました.(/J、杉}


